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キリスト教教理入門

1. 神学をすること

2. 神の啓示

3. 神の性質

4. 神のみわざ

5. 人間

6. 罪

7. キリストの人格

8. キリストのみわざ

9. 聖霊

10.救い

11.教会

12.終末

第四部 神のみわざ

１２章 神の計画

１３章 神の原初的みわざ：創造

１４章 神の継続的働き：摂理

１５章 悪と神の世界：特殊な問題

１６章 神の特別な代理人：天使

第１５章 悪と神の世界：

一つの特別な問題

1. 問題の性質

2. 諸種の解決策

3. 悪の問題を扱うための諸主題

１．問題の性質

1. 悪の問題

2. 二種類の悪

1. 自然界の悪

2. 道徳的悪

3. 取り扱い注意

1. 牧会的必要

2. 知的な面での侮辱

２．諸種の解決策

1. 有限主義－全能性の拒否

2. 神の慈しみ深い善性という概念の修正

3. 悪の否定

３．悪の問題を扱うための諸主題

１．人類の創造の付随するものとしての悪

1. 付随するある特徴をもつ人間を創造

2. 自由意思がなければ、真の人間にあらず

3. 不従順により、刑罰を受ける可能性

4. 悪の可能性なしに創造すること不可

３．悪の問題を扱うための諸主題

２．善と悪を構成するものについての再評価

1. 神の次元

2. 時間という次元

3. 悪の範囲に関する問い

３．悪の問題を扱うための諸主題

３．一般的な悪の結果としての一般的に悪
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1. 人類という種全体の普遍的罪深さ

2. 道徳的な悪に対する堕落の影響

3. 罪を犯したのは、人間である

３．悪の問題を扱うための諸主題

４．特定の罪の結果としての特定の悪

1. 警察官の死は、犯罪者の罪深い行為

2. 目の不自由さは、特定の罪の結果なのか

3. 個々の罪びとに不幸な結果をもたらす実例

4. 人は種を蒔けば、その刈り取りもする

３．悪の問題を扱うための諸主題

５．悪の犠牲としての神

1. 悪の問題解決のキリスト教の貢献

1. 神の痛み・悲しみ

2. 受肉の事実

3. 悪の結果を引き受け、悪から解放

３．悪の問題を扱うための諸主題

６．死後のいのち

1. 不公平・罪なき者の苦しみ

2. 地上の人生のみで解決不可能

3. 死後のいのち・死後の裁きの視点で解決
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